
2年生高大連携授業 11月 1日㸦火㸧 

題目ࣛࢻࡋࡶࠕえࡢࢇࡶあࡢ道具ࡀ㈍売さࠊࡽࡓࢀ社会う影響ࡢࡿࡍ考え࡚ࡼࡳうࠖ 

兵庫県立大学国際商経学部 国際商経学科 

准教授 浦山 剛史 先生 

1 授業内容 

1) 概要 

今回ࡢ連携授業ࡣ主私ࡢࡕࡓ知࡞ࡽい産業ࡢ区分方法や経済࠾い࡚重要࡞イノベ࣮ション

㸦革新㸧ࡘい࡚授業࡚ࡋࢆいࡔࡓいࠋࡓ難ࡋい用語ࢆ使わ࡞い私ࡼࡢࡕࡓう࡞学生࡛ࡶ簡単理

解࡛ࡼࡿࡁう࡞話࣮ࣝࢢࡓࡲࠋࡓࡗࡔプワ࣮ࡣࢡ常識ࡽわ࡞ࢀいこ࡛想像力ࢆ鍛えࡿこࡀ

出来ࡼࡿう࡞活動ࠋࡓࡗࡔ 

2) 具体的࡞内容 

  産業ࡢ区分 

    産業ࡣ同ࡼࡌう࡞製品࣭商品࣭サ࣮ビスࢆ提供࡚ࡋいࡿ企業ࡢࡢࡶࡓࡵࡲࢆこ 

   ձコ࣮ࣜン࣭ࡿࡼࢡ࣮ࣛࢡ産業分類 

࣭第一次産業㸦primary sector of industry㸧：農࣭林࣭漁業࡞ 

    ࣭第次産業㸦secondary sector of industry㸧：鉱࣭建設࣭製造業࡞ 

    ࣭第三次産業㸦tertiary sector of industry㸧：小売࣭サ࣮ビス業࡞ 

   ղ日本標準産業分類 

    大分類：20種類ࠊ中分類：99種類ࠊ小分類：530種類ࠊ細分類：1460種類࡚ࡗࡼ分けࡽ

 ࡿࢀ

何年一度修正ࡀ入ࡿこࠊ࡛数ࡀ増減ࡿࡍ 

   ճྲྀ引先ࡀ企業消費者ࡿࡼ分類 

օྲྀ引先ࡀ企業࡛あࡿ産業：ＢtoＢ㸦Ｂ2Ｂ㸧ࠊBusiness to Business 

 

 

 

 

 

例㸧鉄鋼業࣭生産用機械器具製造業ࡢ࡞製造業や卸売業࡞ 

認知度ࡣపい 

     ֆྲྀ引先ࡀ消費者࡛あࡿ産業：Ｂto C㸦Ｂ2 C 㸧ࠊBusiness to Consumer 

       例㸧コンビ࢚ࢽンススࢺア࣭ⓒ㈌店࣭家電量㈍店ࡢ࡞小売業や飲食店࡞ 

認知度ࡣ高い 

 

 

 

 

 

࣭企業ࡣそࡢࢀ属ࡿࡍ産業ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢࡢいࢁい࡞ࢁ産業ྲྀ引ࡽࡀ࡞ࡋࢆ経営活動

  行うࢆ

3)イノベ࣮ション㸦革新㸧ࡘい࡚ 

イノベ࣮ション㸦Innovation࣭革新㸧࡛ࡍࠊࡣあࡢࡶࡿや組ࡳ新࡞ࡓ考え方や技術ྲྀࢆ

  ࡿࡍ発生ࡶス面ࢼマイࡶプࣛス面→こࡍ出ࡳ産ࢆ価値࡞ࡓ新࡚ࢀ入ࡾ

例㸧スマ࣮ࢺフ࢛ン プࣛス面：新ࡋい企業࣭ࡀ増えࡿ マイࢼス面：スマホ依存症࡞想

像力ࢆ鍛えࡿこࡀ重要࡚ࡗ࡞くࡿ  

2 感想 

  私ࡣ経済いうࡶ࡚ࢆࡢࡶ難ࡋい学問ࡔ思࡚ࡗいࠊࡀࡍ࡛ࠋࡓࡋࡲ今回ࡢ講義ཷࢆけࡓこ

普段ࡢ以外ࢀそࠊく࡞ࡣけ࡛ࡔ企業ࡢࡾ回ࡢ身ࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡾく変わࡁ大ࡀ印象ࡢ経済学へ࡛

ࢀࡁ数えࡀࡢࡶいう中ࡢ世ࡴఫࡢࡕࡓ私࡛こࡿ向けࢆ目ࡶ企業࡞うࡼい࡞ࡢこࡿ関わࡣ



講義後半࡛あࠋࡓࡋࡲࡋ実感࡚ࡋ通ࢆ講義ࡔࡢࡿい࡚ࢀ構成さ࡚ࡗࡼ産業や企業ࡢいほ࡞

想像力ࡣ時ࡓࡗ起こࡀイノベ࣮ション࡞うࡼࡿ変えࢆ常識ࡢࡕࡓ私ࡣ࡛ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢࡓࡗ

いうࡀࡢࡶ必要࡚ࡗ࡞来ࡿいうࢆࡢ学びࠋࡓࡋࡲ普段ࡾྲྀࡣ組࡞ࡲいࡼう࣮ࣝࢢ࡞プワ࣮ࢡ

                         ࠋࡍ࡛ࡓࡗ面ⓑࡶ࡚ࠊࡀࡓࡋ課題࡛ࡢ

記録者：2年 5組 19番 西村 奏 

 



 



 

2年生高大連携授業 11月 2日  

 

             題目 ʰ人間Δ͢い意思決定Ν科学ͤΖʱ 

           兵庫県立大学 社会情報科学部 情報科学研究科 

                  教授 円谷 友英 

 

̏．授業内容 

1ʥ 概要 

人間感覚ɼ直感ɼ予想͵ʹͺ曖昧ͲあΖͳ思わΗ͗ͬͫ͗ɼ曖昧͵感覚Ν数値Ͷ落ͳ͢込ΌΖ
こͳͲ物事Ν大Ή͖Ͷ測定Ͳ͘ΖこͳΝ実験͢ɼ人間感覚信用性Ν証明ͪ͢ɽ 

 ̐ʥ具体的͵内容 

  ・エルスバーグ壺 目前Ͷ二ͯ壺͗あΕɼ赤玉Ν引くͳ̏̎̎̎円ΔえΖ 

縄文土器Ͷͺ赤玉͗５̎個白玉͗ 50個入ͮͱ͕Εɼ弥生土器名ͺ赤玉白玉合わせͱ̏̎̎個入 

ͮͱいΖɽ赤玉͗出Ζ確率Ν考えΖͳ͘ɼ縄文土器弥生ʹ͘赤白ʹͬΔ͗出Ζ͖わ͖Δ 

͵い͗ɼ縄文土器ͺ比率͗分͖ͮͱ͕Ε弥生土器ͺͨΗͤΔわ͖Δ͵いɽͯΉΕ同ͣわ͖Δ͵い 

Ͳͨ種類ɼ度合い͗違うɽ 

わ͖Δ͵いͺわ͖Δ͵いɼʹこΉͲ分͖ͮͱいΖ͖Νͺͮ͘ΕさせΖɽ 

  ・わ͖Δ͵いͳ͘ͺ定量化͢ͱΊΖ 

   実数値Ν定ΌΖ ʤ例ʥ縄文土器 赤５̎ 

   表せ͵いͳ͘ͺ͢い単位ΝͯくͮͱΊΖɽʤ例ʥ区間値 弥生土器 赤［̎，̏̎̎］ 

  ・人考えΖこͳ正͢さΝ証明ͤΖ 

   本州ɼ四国ɼ九州ɼ北海道大͘さΝ求ΌΖ 

   一ͯ求Ό方ͳ͢ͱ比率Ν考えΖ方法͗あΖɽʤ北海道ͺ四国何個分͖͵ʹʥ 

   う一ͯ求Ό方Ͷ言葉Ͳ表ͤͳいう方法͗あΖɽ 

   非常ͶɼͳͱɼΉあΉあɼ少͢ɼ同ͣくΔいͶͨΗͩΗɼ９，７，５，̑，̏ͳ数字ΝͯけΖ 

   ͨ͢ͱ北海道ͺ四国ΓΕͳͱ大͘い͵ʹͳ言葉Ν当ͱͺΌΖこͳͲ大体何倍ͲあΖ͖Ν求Ό 

 Ζこͳ͗Ͳ͘Ζɽ 

こ方法ͲͺΆ·正確͵値Ν出ͤこͳ͗Ͳͪ͘ɽ 

・測定Ͳ͘Ζͻ͖ΕͲͺ͵い 

 大͘さͺいͯͲ求ΌΔΗΖ͗ɼ可愛さ大事さ͵ʹͺ測定͢ͰΔいɽ 

   世中Ͷͺ調べͱわ͖Δ͵いΓう͵問題͗ͪくさΞあΖɽͨ時Ͷ頼ΕͶ͵Ζͺ人間判断 

ͲあΖこͳ͗多いɽ 

わ͖Δ͵いͳこΘͺわ͖Δ͵いͳ受け入Ηɼわ͖ΖͳこΘΝ前向͘Ͷ表現ͤΖɽ 

 

̐ʥ感想 

   人間Δ͢い意思決定ͳ聞いͱ勝手Ͷ何͖哲学的͵授業ΝさΗΖ͖ͳ思ͮͱいͪ͗ɼ人間感覚 

   ͳいう曖昧Ͳ科学ͳ正反対ͶあΖΓう͵Ͳ数値化ͤΖこͳͲ科学ͳ͢ͱ扱うこͳ͗Ͳ͘ 

   Ζこͳ͗驚ͫͮͪ͘ɽ 

                                   記録者 浅里 涼 

                                       井上 健太 



 



2年生高大連携授業 ９月 27日ʤ火ʥ 

 

題目ʰインνーネットΝ支えΖ数学ʱ 

兵庫県立大学 理学研究科 物理科学専攻  

特任教授 客員研究員 楳田 登美男 先生 

1授業内容 

̏) 概要 

今回高大連携授業ͺ主Ͷ高校生͗習う数学ͺインνーネット中ͲͺʹΓうͶ使わΗͱいΖ
͖ͳいうこͳΝ教えͱもΔいΉしͪɽ具体的ͶͺʹΓうͶしͱϙーϞϘージϨンク͗一番
上Ͷ来Ζ͖ͳいうこͳΝ計算Ͳ導͘出しΉしͪɽ 

̐) 具体的͵内容 

・インνーネット起源＝ARPAnet(1960年代研究)→アϟϨカ国防総省͗軍事目的Ͷ核攻撃Ͷ 

耐えΔΗΖ為Ͷ高等計画局支援Νしͪɽ 

  ・昔ͺϟインϓレーϞ͗機能不全Ͷ͵Ζͳ全ͱネットワーク͗ξϟͶ͵っͱいͪɽ 

ϟインϓレーϞ型ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・今ͺ一部サーバー͗機能不全Ͷ͵っͱも残Εネットワーク͖機能しͱいΉͤ 

    分散型ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・1995年ͶͺWindows͗発売開始し前ΉͲコンϒューνー上Ͷ文字Ίͫっͪ͗絵͗現ΗΖΓ 

うͶ͵ΕΉしͪ 

  ・多く webϘージͶϨンク͗貼ΔΗͱいͪΕɼ多く webϘージ͖ΔϨンク͗貼ΔΗͱいΖͳ 

ϙーϞϘージΓうͶ上ͶϧンクさΗΉͤɽ 

  ・多くϘージ͖ΔϨンクさΗͱいΖͳ重要度͗高くɼϨンク貼Ε方ɼ貼ΔΗ方͗ͳͱも重要Ͳ
ͤɽ 

 

2感想 

普段ΊΞ͵͗使用しͱいΖインνーネットͺͳͱも歴史͗あΕɼ話Ν聞いͱいくͳɼインνーネットͶ
ͺͪくさΞ数学͗使用さΗͱいΖこͳΝ知Εɼ驚いͪͳ共Ͷͳͱも興味͗湧͘ΉしͪɽΉͪɼ授業中
Ͷ出ͱͪ͘［ʹΓうͶしͱϙーϞϘージ͗一番上ͶくΖͫΘう］ͳいう問題Ͷ対しͱɼ数学Ͳ証明
しͱいくͳいうこͳ͗あΕɼΉͫ授業Ͳ習っͱい͵い線形代数学͵ʹΝ使うこͳͶ͵Ε解けΖ͖ʹう͖
不安Ͳしͪ͗先生解説仕方͗ͳͱも分͖Εやͤくɼ解くこͳ͗Ͳ͘Ήしͪɽこ件Ͷ劣Δͥɼ他
解説もͳͱもわ͖Εや͖ͤっͪͲͤɽ 

 

                                2年 2組 15番 戸川 結稀 

                                2年 2組 11番 木村 実由樹 



 

 

2年生高大連携授業 11月̏日ʤ火ʥ 

 

題目ʰインターネッφを支えΖ数学ʱ 

兵庫県立大学 理学研究科 物理科学専攻  

特任教授 客員研究員 楳田 登美男 先生 

 

 

授業内容 

̏ʥ概要 

RSA暗号事やフェルマーͶͯいͱ事͵ʹを教わΕɼ実際Ͷ授業中Ͷペアを作ͮͱ体験すΖͳい
うこͳもしましͪɽ 

̐ʥ具体的͵内容 

・RSA暗号…現在使わΗͱいΖ標準的͵暗号ɽ 

        R:R,L,Rivest,S:A,Shamir,A:L,M,Adelman 

    ・RSA暗号体験 

  利用者役                   カーχ会社役 

   暗証番号M(誰Ͷも言わ͵い) N=15 e=3    秘密数ｄ(誰Ͷも言わ͵い(素数)) 

   3,7,8,10,12,13ʹΗ͖を選ぶ(誰Ͷも言わ͵い) 
      e     3  

M =M →M ÷N=Q余Ε C                      d 
                                              C ÷N=Q余ΕM 
 
複雑͵Ͳ破ΗͶくい 

 

  ・昔ロシア͖Δ逸話 

ᶅ  

     自分               ᶆ               相手 

                      ᶇ   
     
    ᶅ鍵̏を͖けͱ荷物ͫけ送Ζ 
    ᶆ鍵̐をͯけͱ送Ε返す       鍵̐を外しͱ荷物を受け取Ζ 
    ᶇ鍵̏を外しͱ荷物ͫけ送Ε返す 
    注意：解除Ͷ使う鍵ͺ自分Ͳ持ͮͱ͕く 
 
  ・フェルマー小定理           p 
   αͺ任意自然数ɼpͺ素数→a ≡a(mod p) 
 
  ・フェルマー(17世紀数学者)…フランス 
   ＊17世紀Ͷインターネッφͺ͵͖ͮͪ 
   ＊知的興味͖Δ数論を研究 
           ↳暗号理論に不可欠 

   ＊数学不思議͵有用性一例 
    (興味͖Δ研究→結果的Ͷ役立ͯ) 
 
̑)感想 
 今回ͺ RSA 暗号を自分達Ͳ計算をしɼ実際Ͷ体験すΖこͳͶΓͮͱ解説を聞いͪ時ɼͳͱもΓく理
解すΖこͳ͗Ͳ͘ましͪɽ 
 

2年 2組 15番 戸川 結稀 
                                2年 2組 11番 木村 実由樹 
 



 



̐年生高大連携授業 11月̏日ʤ火ʥ 

 

題目ʰ微生物ͶΓΖ食中毒話―ʹう͢ͱ起͞Ζ͖―ʱ 

兵庫県立大学環境人間学部 食環境栄養課程 

准教授 有満 秀幸 先生 

1. 授業内容 

̏) 概要 

 今回連携授業ͺ微生物ͶΓΖ食中毒͗ʹう͢ͱ発生ͤΖ͖Ͷͯいͱ授業を͢ͱいͪͫい
ͪɽ微生物性質͖Δ食中毒発生理由Ͷͯいͱ考察ͤΖ͞ͳͲɼ私ͪͬ͗微生物学ͳͺʹ
Γう͵͖を知Εɼ関心を持ͯ͞ͳを目的ͳͪ͢授業ͫͮͪɽ 

̐) 具体的͵内容 

ᶅ 食中毒種類ͳ日本発生状況 

食中毒ͳͺɼ食品中微生物等感染ɼ産生さΗͪ毒素ɼ化学物質ɼ自然毒ͶΓΖ急
性疾患ͲあΖɽ微生物ͶΓΖͶͺɼ細菌性食中毒ɼウイϩη性食中毒ɼ寄生虫性食
中毒͗あΖɽ多く場合ɼ食中毒原因ͺ細菌やウイϩηͳいͮͪ微生物ͲあΕɼ特Ͷ
夏Ͷͺ細菌ͶΓΖ食中毒͗ɼ冬ͶͺウイϩηͶΓΖ食中毒͗多く発生ͤΖɽまͪɼ日本
Ͷ͕いͱͺɼ食中毒発生数・患者数ͺ家庭ΓΕ飲食店等事業所ほう͗多いɽ 

ᶆ 微生物ͳͺ 

微生物ͳͺɼ肉眼Ͳ観察Ͳ͘͵いほʹ微細͵生物総称ͲあΕɼ細菌ɼウイϩηɼ真
菌ɼ原虫ɼ藻類͵ʹを含ɽ 

ᶇ 食中毒ͺʹうやͮͱ起͞Ζ͖？ʤ感染経路ʥ 

 細菌性食中毒ͺɼ食品Ͷ付着ͪ͢細菌を摂取͢ɼ細菌͗生体内Ͷ侵入・増殖ͤΖ͞ͳ
Ͳ起͞Ζ感染型食中毒ɼ摂取さΗͪ後Ͷ細菌͗毒素を産生͢ɼそ作用Ͳ起͞Ζ生体内
毒素型食中毒ɼ細菌͗産生ͪ͢毒素を含食品を摂取ͤΖ͞ͳͲ起͞Ζ食品内毒素型食
中毒̑ͯͶ大別さΗΖɽまͪɼ͞うͪ͢細菌や毒素͗食品Ͷ混入ͤΖ原因ͳ͢ͱͺɼ
食材͗保菌者手ͶΓΕ汚染さΗΖɼ生鮮食材Ͷ元々付着͢ͱいͪ病原体Ͷ対ͤΖ不適
切͵処理͵ʹ͗挙͝ΔΗΖɽ 

ᶈ ʹΓう͵症状͗起͞Ζ͖？ 

 微生物ͶΓΖ食中毒症状ͳ͢ͱͺ胃腸炎ͶΓΖ下痢ɼ嘔吐ɼ発熱ɼ腹痛͗主体ͫ͗ɼ
胃腸炎後Ͷ合併症を伴うやɼ胃腸炎以外症状を起ͤ͞あΖɽ 

ᶉ 家庭ͲͲ͘Ζ食中毒予防 

 食中毒予防̑原則ͺʰ付͜͵いʤ手指洗浄ɼ食品や器具適切͵取Ε扱いʥɼ増や
さ͵いʤ低温保存ɼ早ΌͶ食べΖʥɼやͮͯ͜Ζʤ殺菌ʥɦ ͲあΖɽ 

 

2. 感想 

 食中毒ͳいうͳ胃腸炎イメーζ͗強͖ͮͪ͗ɼ神経麻痺を起ͤ͞ボツϨヌη菌や肝炎を起͞
ͤ A型ɼE型肝炎ウイϩη͵ʹ存在を知ͮͱɼ食中毒を甘く考えͱいͪͳ感ͣͪɽ食中毒を起
ͤ͞微生物ͺ目視Ͳ͘͵いほʹ小さい͗ɼ͖ͮ͢Εͳ存在を意識͢ɼ注意͢ͱいͪ͘いɽ 

記録者：̐年５組 17番 谷内 隆人 

̐年５組 22番 坂東 里奈 



 



̐年生高大連携授業 11月 1日ʤ火ʥ 

 

題目ʰ人生 100年時代Ͷ͕けΖ住Ήい計画Ͷͯいͱʱ 

兵庫県立大学環境人間学部 建築学 

教授 安枝 英俊 先生 

 

1． 授業内容 

̏ʥ概要  

人生 100年時代Ͷ͕けΖ住Ήい計画Ͷͯいͱɼh 社会ͳͯ͵͗Ζʱͳいう視点͖Δɼ
具体的͵事例を紹介͢͵͗Δɼ解説を͢ͱいͪͫいͪɽ 

 

̐ʥ具体的͵内容 

̏．団地住戸標準設計Ͷͯいͱɼ戦後͖Δ現代ΉͲ人々ニーθͶ合わͦ
ͱɼ変化͢ͱͪ͘ɽ 

 

̐．自立家族家ʤシーϧカンηʥ 

 

1年目 ͨΗͩΗ個室を利用 

2年目 1年目ΉΉɼ就寝Ί夫婦同室Ͷ͵Ζ 

3年目 長女.長男.夫ͺ 1年目ΉΉɼ妻Ί勝手口͖Δアέιη 

4年目 妻ͺ個室Ͷ就寝・掃除以外Ͳͺ入Δ͵いɽ 

同ͣ家族Ͳあͮͱもɼ個人ͶΓͮͱ適合ͤΖ住戸空間配列͗異͵Ζ場合͗あΖͳ確
認Ͳͪ͘ɽ 

 

̐．感想 

Ήͥɼこ授業Ͳͺ戦後͖Δ現代ΉͲ住宅変化を学びɼ住戸平面図バϨエーション
をήϩープワーέを通͢ͱ考えΉͪ͢ɽ自分ͪͬͲ話͢合うこͳͲ身近Ͷ感ͣɼこΗ͖Δ
進路を考えΖ͖ͮ͘けͶ͵ΕΉͪ͢ɽこΗ͖ΔʹΓう͵住宅͗必要Ͷ͵Ζ͖Ͷͯい
ͱ興味を持ͱΉͪ͢ɽ 

記録者；28回生 2年̏組 髙島 葵 

2年 1組 三浦 空 



 



2年生高大連携授業 11月 1日 (火) 

題目ʰ在宅看護͗必要ͳ͠ΗΖ社会的背景ʱ 

兵庫県立大学看護学部 生涯広域健康看護講座Ⅰ 

教授 大野 ͖͕Ε 先生 

1授業内容 

1） 概要                                                

今回連携授業ͺ活動ͤΖ場Ͷ拡͗ΕΝΊせͱいΖ看護職一ͯͲあΖ在宅看護Ͷͯいͱ授業
Ν͢ͱいͪͫいͪɽ超高齢化社会進展ͳͳͶ多死社会͗到来͢ͱいΖ社会背景Ν概観͢͵͗
Δɼ在宅看護͗必要ͳ͠ΗΖ意味Ͷͯいͱ重点Ν置いͪ話ͫͮͪɽ 

2）具体的͵内容 

・在宅看護定義 

     自宅やそΗͶ準ͣͪ環境Ͳ療養生活Ν͢ͱいΖ生児͖Δ高齢者ΉͲΝ対象Ͷ保健ɼ医療ɼ 

福祉あΔゆΖ面͖Δ生活質 QOLΝ高ΌΖͪΌɼ本人͕Γび家族Ͷ対͢ɼ看護Ν提供ͤΖ͞        

ͳɽ 

・看護職͗活動ͤΖ場拡͗Ε 

     看護師ͺ6～7割͗病院ɼそ他ͺ老人ホーϞɼ保健室ɼ診療所ɼ在宅サービηͲ働いͱいΖɽ 

・看護師仕事 

     病院Ͳ療養上世話や移行期看護ɼ患者͗ηϞーθͶ退院Ͳ͘Ζ͖サポートɼ患者͗安 

定ͪ͢生活状態Ν継続Ͳ͘Ζ͖サポート͵ʹ͗あΖɽ 

・在宅看護Ͳ大切͵͞ͳ 

     そ人͗望場所Ͳそ人Δ͢い生活Ν継続Ͳ͘ΖΓう包括的͵視点Ͳ看護Ν提供ͤΖɽ 

  ・在宅看護Ͳ心͗けΖ͞ͳ 

    看護技術Ν統合ͤΖɼ訪問者ͳ͢ͱ意識ɼ患者͖Δ生活者へɼ先Ν見通ͪ͢支援ɼ生活    

           ΝイϟーζͤΖ社会資源利用ͳそ費用͵ʹ͗あΖɽ 

・2035年Ͷͺ 20歳女性 4人Ͷ 1人職͗看護・介護系Ͷ͵Ζ必要͗あΖ 

     高齢者͗増えͱいΖ多死社会ͲͺʹΓうͶ͢ͱ命終わΕΝ迎えΖ͖͗大切Ͷ͵ͮͱくΖɽ 

・社会͖ΔΊͪ医療へ心得 

健康生活や生活習慣維持・増進ɼ保健仕組Ίへ関心ɼ高度先端医療進歩ͳゆくえɼ
人間尊重高ΉΕ͵ʹ͗あΖɽ 

→病気Ν抱え͵͗Δ社会参加ɼ看取Ε場所 

・医療提供体制Ͷ関ͤΖ国際比較 

日本病床ͺ多い͗ɼ病床あͪΕ医療従事者割合͗少͵いɽ 

医師不足→米英 5分 1ɼ看護師不足→米英 4分１ 

病床ͺあΖ程度あΖͶ医師͗少͵い→チーϞ医療 



・地域完結型医療体制 

ϖルηϕロϠーεョン推進ͳ社会資源活性化ɽ 

→健康͵͞ͳ͗目的Ͳͺ͵い 

看護師見据えΖ目的ͺɼ超高齢・少子化到来や生活習慣病ɽ 

→地域内医療・保健͵ʹ質向上 

2 感想 

 授業Ν通͢ͱɼ看護ͺ超高齢少子化社会Ν迎えΖ上Ͳɼ将来ͳͱ必要ͳ͠ΗͱいΖ職業ͲあΖͳ
実感͢Ήͪ͢ɽ看護中Ͳɼ在宅看護ͺ患者Ͷ寄Ε添いɼ看取Ε問題Ͷ着手ͪ͢重要͵職業
ͫͳ思いΉͪ͢ɽ看護師͗͞Γう͵重要͵役割Ν͢ͱいΖ͞ͳͶͤ͟く驚͘ɼ看護ͳいう職業Ͷ
興味Ν持ͯ͞ͳ͗Ͳ͘Ήͪ͢ɽΉͪɼ2035年Ͷͺ 20歳女性 4人Ͷ 1人職͗看護系Ͷ͵Ζͳ
聞͘ɼ看護ͺ誰͗無視Ͳ͘͵い問題Ͷ͵ͮͱくΖͳ思いΉͪ͢ɽ両親や祖父母͵ʹɼ私ͪͬ͗看
護Ͷ携わΖ機会ͺそう遠くͺ͵い͖͢ΗΉせΞɽ次世代Ν担うͺ私ͪͬͲͤɽ少͢Ͳ看護
知識Ν身Ͷͯけɼ将来活͖せΖΓうͶ備えΓうͳ思いΉͤɽ 

     

記録者：2年 5組 20番 長谷川 美侑 2年 5組 27番 松岡 鈴華 



 


